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   Ａ６１Ｋ  38/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/68     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  47/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  47/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/715    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   38/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｗ
   Ａ６１Ｋ    9/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/68     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/18     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/26     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/34     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ｃ１２Ｎ   15/62     ＺＮＡＺ
   Ｃ１２Ｎ   15/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/715    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月27日(2021.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）受容体のドメイン及びＦｃドメインを含む融合タン
パク質と、
　ｂ）安定剤と
を含む製剤であって、
緩衝剤を含まず、
硝子体内投与に好適である、製剤。
【請求項２】
　ｐＨは、５．０～７．０である、請求項１に記載の製剤。
【請求項３】
　前記融合タンパク質は、アフリベルセプトである、請求項１又は２に記載の製剤。
【請求項４】
　前記アフリベルセプトの濃度は、約４０ｍｇ／ｍｌである、請求項３に記載の製剤。
【請求項５】
　前記安定剤は、アミノ酸又は糖である、請求項１～４のいずれか一項に記載の製剤。
【請求項６】
　前記安定剤は、プロリン、グリシン、アルギニン、スクロース又はトレハロースである
、請求項５に記載の製剤。
【請求項７】
　前記安定剤は、アミノ酸であり、及び前記安定剤の濃度は、２００ｍＭ～２８０ｍＭで
ある、請求項５に記載の製剤。
【請求項８】
　前記安定化剤は糖であり、前記糖の濃度は、２％～１０％（ｗ／ｖ）である、請求項５
のいずれか一項に記載の製剤。
【請求項９】
　前記糖の濃度は、約１．５％、約２％、約２．５％、約３％、約３．５％、約５％、約
６．５％、約７％、約７．５％、約８％、約８．５％又は約１０％である、請求項８に記
載の製剤。
【請求項１０】
　第二の糖をさらに含む、請求項５、６、８及び９のいずれか一項に記載の製剤。
【請求項１１】
　前記第一の糖及び前記第二の糖の濃度は、それぞれ２％～１０％（ｗ／ｖ）である、請
求項１０に記載の製剤。
【請求項１２】
　前記第一の糖及び前記第二の糖の濃度は、約１．５％、約２％、約２．５％、約３％、
約３．５％又は約５％（ｗ／ｖ）である、請求項１１に記載の製剤。
【請求項１３】
　前記第一及び第二の糖の総濃度は、約５％、約６．５％、約７％、約７．５％、約８％
、約８．５％又は約１０％（ｗ／ｖ）である、請求項１１に記載の製剤。
【請求項１４】
　前記第一の糖は、スクロースであり、及び第二の糖は、トレハロースである、請求項１
０～１３のいずれか一項に記載の製剤。
【請求項１５】
　界面活性剤及び／又は等張化剤をさらに含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の
製剤。
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